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〔原著論文〕

盟毛和種繁殖雌牛の繁殖形質における遺伝的趨勢および体測定値との関連性

Genetictrendsoffertilitytraitandrelationship

betweenbodymeasurementsinJapaneseBlackcows
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宮崎大学農学部 宮崎市 〒889-2192
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要約

本研究では,2000年 2月から2008年12月に宮崎県の都城市および児湯郡において登録検査を受検し2産次ま

での繁殖情報が整っている13,235頭を供試牛とし,繁殖形質の遺伝的趨勢および繁殖形質と体測定値との関連性

について検討した｡遺伝率は 1産次妊娠期間, 2産次妊娠期間,空胎期間および分娩間隔で0,68,0.53,0.11およ

び0,09,また,体高,尻長およびかん幅で0.81,0.62および0.62であった｡育種価予測値の出生年次別による妊娠

期間の遺伝的趨勢は, 1産次および 2産次ともに2000年で最も高い値を示し,それ以降はほぼ横ばいで推移したO

空胎期間と分娩間隔は,年々減少し2006年で最も低い値を示したO空胎期間と 1産次妊娠期間に対する体測定値

との関連を供試牛の育種価予測値の相関で検討したところ,特に有意な傾向は認められなかったが,繁殖性と増

体性がともに優れた種雄牛が確認されたことから,それらの種雄牛を用いた雌牛集団の改良が期待される｡

キーワー ド:繁殖形質,空胎期間,妊娠期間,分娩間隔,黒毛和種繁殖雌牛

Keywords:Fertilitytrait,Non-pregnantperiod,Pregnancyperiod,CalvingInterval,JapaneseBlackcows

緒 言

我が国において,国産牛肉の安定的な供給を図るた

めに様々な増頭対策が施されているが,近年の飼料価

格高騰等の状況下においては,効率よくかつ低コスト

で牛肉を生産することが重要である｡肉用種繁殖雌牛

にとって,繁殖能力は枝肉成績と同様,基本的に重要

な経済形質のひとつであり,｢1年 1産｣を達成する

ことが生産力の安定,ひいては経営安定のために目指

していくべきことである｡

本研究では,繁殖牛の空胎期間や妊娠期間および分

娩間隔といった繁殖形質の遺伝的趨勢について検討す

るとともに,登録審査時に測定されている体測定形質

との関連性について検討することにより,生産性を向

上させる上で考慮すべき形質について確認することを

目的とした｡

受付 2011年9月30日 受理 2012年1月26日
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材料および方法

本研究では2000年 2月から2008年12月までに,宮

崎県都城市および児湯郡の 2地域において登録検査

を受検し, 2産次までの繁殖情報が整っている14,130

頭のうち分析に悪影響を及ぼすおそれがある妊娠期間

ならびに分娩間隔が±36を超えるもの,空胎期間20

日未満と365日より長い個体を除外した13,235頭を供

試牛として用いた｡登録審査成績および血統情報につ

いては全国和牛登録協会宮崎県支部から,また繁殖情

報については宮崎県家畜改良事業団からそれぞれ提供

を受けた｡初産次における妊娠期間 (以下, 1産次

妊娠期間), 2産次における妊娠期間, 】産次分娩日

から2産次最終種付け目までの空胎期間, 1産次分

娩日から2産次分娩目までの分娩間隔の繁殖形質と

登録審査時の体高,屍長およびかん幅の体測定形質を

分析対象形質とした｡これらの繁殖形質と体測定形質

に関する遺伝的能力について検討するために,単形質

アニマルモデルによる遺伝的評価を行なった｡分析に

はDFREMLVer3.01)を用い,平均情報制限最尤法 (AL

REML)および最良線形不偏推定法 (BLUP)により
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分析を行なったO母数効果として測定地域 (2水準),

分娩年次 (2000年～2009年 :9水準),分娩季節 (3

月～5月 :香,6-8月 :夏,9月～11月 :秩,12

月～ 2月 :冬の 4水準)を取 り上げ,測定月齢と近

交係数を l次回帰に取り上げた｡

結果および考察

分析に用いた供試牛の繁殖形質および体測定値の基

本統計量を表 1に示 した｡体測定値の平均は,黒毛

和種正常発育曲線 2)と比較すると,20ケ月齢の体高,

屍長およびかん幅はそれぞれ125.1cm,49.1cmおよび

43.7cmであり,全ての形質で平均を上回っており,

変動係数において5%以内であったことから,この地

域において発育良好な個体が基礎雌牛候補として登録

され,体型の斉-性も高いことが認められた｡繁殖形

質は,妊娠期間は黒毛和種で285日と言われており3),

本報告の結果は1産次および2産次ともに長い傾向に

あることが認められた｡｢1年 1産｣を実現するため

には,空胎期間や分娩間隔の短縮が必要であり,仮に

妊娠期間を285日とした場合,空胎期間は80日以下と

することにより分娩間隔が365日以下となる｡,しかし

本研究で用いた繁殖雌牛の空胎期間の平均はこれより

約24日,分娩間隔は約31日長いことから,｢1年 1産｣
を実現する上で更なる改良の必要性が示唆されたO

繁殖形質の分散成分推定値を表 2に示 した(,空胎

期間および分娩間隔の遺伝率は,0.11および0.09であ

りIshidaらの報告 (0.08および0.08)4)やBacoらの報告

(0.05および0.04)5)同様に低い値であった｡一一万,妊

娠期間の遺伝率については, 1産次および 2産次で

0.68および0.53であり,これまでに報告 されている

0.406l/,0.467),0.423),0.31-0.568)値 と賛似 したやや

高い値であった｡この要因としては,大石ら7)の種雄

牛によって妊娠期間にかなりの差があるとの報告と同

様に,本研究の供試牛の種雄牛問において妊娠期間の

差が認められ,また測定地域において特有の種雄牛お

よび血統だけでなく,遺伝的多様性が考慮された繁殖

雌牛集団が形成されていることで遺伝分散を大きく,

遺伝率を高くしたのではないかと考えられた｡また,

休高,尻長およびかん幅の遺伝率は,それぞれ0.81,0.62

および0.62と繁殖形質に比べ,体測定形質において高

い値が認められた｡

表1 繁殖形質および体型測定形質の基本統計量

形質 平均値 標準偏差 最小値 最大値 cv(%)

繁殖形質

l産次妊娠期間 (臼) 290.9 5.0 271.0 309.0
2産次妊娠期間 (日) 292.0 4.7 2680 316,0
空胎期間 (臼) 104.5 622 20.0 365.0

分娩間隔 (目) 396.5 62.3 298.0 662.0
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体測定形質
体高 (cm)

尻長 (cm)
かん幅 (cm)

127.2 2.8 116.0 140.0

49.8 1.8 410 60.0
45.6 1.9 38.0 54,0

登録審査時月齢 19.9 2.1 14.0 29.0

cv:変動係数

表 2 分散成分の推定値

形質 遺伝分散 残差分散 表型分散 遺伝率

繁殖形質

1産次妊娠期間 2084 9.84 30.68 0,68
2産次妊娠期間 13.59 12.22 25.81 0.53
空胎期間 406.92 3463.20 3870,10 0.ll
分娩間隔 36074 3503.90 3864.70 0.09

体測定形質

体高 7.53 1.80 9.32 0.81
尻長 2.20 1.35 3.55 0,62
かん幅 2.48 1.49 3.97 0.62
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図1 倶試牛の繁殖形質における標準化育種価予測値の年次

推移

繁殖形質に関する供試牛の出生年次ごとの標準化育

種価予測値の推移を図1に示 した｡妊娠期間について

は, 1産次および 2産次ともに2000年で最も高い値

を示し,それ以降はほぼ横ばいで推移した｡農家現場

において繁殖雌牛の選抜に当たって,特に妊娠期間に

注目して行なっているという事実は見受けられない｡

種雄牛はもとより,繁殖雌牛としての肉量や肉質に注

目した選抜を進める過程で,結果的に妊娠期間の延長

をもたらしている可能性も否定できないと推察され

た｡これは,1991年の牛肉の輸入自由化以降,和牛

の特質である肉質の斉-化と更なる改良を目指し,脂

肪交雑の育種改良に全国一丸となって取組んだことに

より現在では枝肉の質に優れた和牛へと飛躍したとの

報告9)から,繁殖性よりも肉量,肉質に重点を置かれ

た改良がなされたことが要因と考えられる｡また,空

胎期間および分娩間隔に関しては,両形質共に類似し

た推移を示 し1998年で最も高い値を示 した以降は,

年々減少 し2006年で最も低い値を示 した｡これは,

登録審査時において栄養度の高いものは減点対象とな

ることや,雌牛に過剰な発育を期待して肥満状態にす

ることは,雌牛自身を肥育素牛として利用する場合を

除き,子牛生産全体の効率を下げることになるとの報

告lo)など繁殖性が悪くなると農家自体の収益に大き

く影響を与えるため農家や関係団体が協力しながら,

繁殖成績に優れた雌牛の保留や導入を進めてきたこと

が空胎期間および分娩間隔の短縮に繋がっていると考

えられた｡

次に,繁殖形質と登録審査時における体測定形質の

育種価との間にどのような関連があるのかについて検

討し,供試牛の標準化育種価推定値間の単相関係数を

表 3に示した｡

供試牛の血統構成に依存した関連性ではあるが,繁

殖形質間の相関関係は,妊娠期間において 1産次と

2産次間で中程度の相関係数が得られたものの,壁

胎期間や分娩間隔との相関係数は非常に低く,相関関

係は認められなかった｡一方で,空胎期間と分娩間隔

間で非常に高い正の相関が認められたことから,分娩

間隔は妊娠期間よりも空胎期間の影響が大部分をしめ

ていることが再確認され ｢1年 1産｣といった生産

性を向上させるうえで重要な分娩間隔の短縮ために,

空胎期間に関する改良の有効性が示唆された｡また,

体測定形質間においては,0.566-0.634と比較的高い

正の相関関係が認められ,体高が大きい個体を選抜す

ることで,尻長およびかん幅といった後躯の充実がな

される傾向が示唆された｡また,本研究において用い

た繁殖形質と体測定形質間においては,かん幅と空胎

期間および分娩間隔では負の,その他の形質間におい

ては正の低い相関関係であった｡

供試牛の種雄牛における空胎期間および1産次妊娠

期間標準化育種価予測値に対する各体測定形質標準化

育種価予測値の散布図を図 2に示した｡

空胎期間および1産次妊娠期間に対する体測定形質

の標準化育種価予測値にばらつきが認められた｡特に,

空胎期間および 1産次妊娠期間を短縮し,体測定形

質を増大する種雄牛が多数確認でき,該当する種雄牛

が比較的に若い傾向が認められた｡本研究で分析した

地域において,空胎期間や分娩間隔の標準化育種価予

測値は,年々減少し短縮傾向にあるものの,より繁殖

性と産肉性に優れた雌牛集団を形成する上で,繁殖性

表3 供試牛の繁殖形質および体測定形質標準化育種価推定値間の単相関係数

1産次妊娠期間 2産次妊娠期間 空胎期間 分娩間隔 体高 尻長

2産次妊娠期間 0.419**
空胎期間 -0.060** -0.065**

分娩間隔 -0.030** -0.004 0.996**
体高 0.065** 0.092** 0.080** 0.097**
尻長 0.071** 0.095** 0.066** 0.083** 0.634**
かん幅 0.066** 0.083** -0.020* -0.008 0.606** 0.566**

**:p<0.01,*:p<0.05
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図2 供試牛の種雄牛における空胎期間および1産次妊娠期間に対する体測定形質標準化育種価予測値の散布図 (n=113)

と増体性に優れた種雄牛を積極的に交配し,その雌牛

産子を保留または導入することの有効性が推察され

た｡
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